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今
月
は
、
桂
川
の
清
流
や
緑
に

恵
ま
れ
る
一
方
、
国
道
９
号
線
と

嵯
峨
街
道
に
接
し
交
通
の
要
衝
で

も
あ
る
桂
川
学
区
を
紹
介
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

桂
川
学
区
は
、
桂
学
区
か
ら
分

離
独
立
し
て
誕
生
し
、
今
年
で
35

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
学
区
内
に

は
、
上
か
み

野の

地
区
に
産
う
ぶ

土す
な

神
社
、

観か
ん

世ぜ

寺じ

、
龍
王
明
神
な
ど
が
あ

る
ほ
か
、
上
桂
地
区
に
は
上
桂
御

霊
神
社
、
長
恩
寺
、
千
光
寺
な
ど

が
あ
り
、
往
年
の
歴
史
が
現
代
に

息
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
桂

御
霊
神
社
の
境
内
に
あ
る
ク
ス
ノ

キ
は
、「
区
民
誇
り
の
木
」
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
百
数
十

年
、
幹
回
り
４
ｍ
の
大
木
で
、
神

社
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域
の

方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
同

神
社
の
秋
季
例
祭
で
は
、
本
み
こ

し
と
自
治
会
で
お
金
を
出
し
合
っ

て
作
ら
れ
た
子
ど
も
み
こ
し
が
、

学
区
内
を
巡
行
し
ま
す
。

　

桂
川
学
区
は
、
土
地
区
画
整
理

　

「
市
民
憲
章
推
進
者
」
の
市
長
表
彰
式
が
、
６
月
２
日
に
京
都
会
館
で

行
わ
れ
、
西
京
区
で
は
９
名
の
方
と
２
つ
の
団
体
が
門
川
市
長
か
ら
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
同
日
の
午
前
に
区
長
表
彰
式
が
洛
西
支
所
で
行

わ
れ
、
22
名
の
方
と
５
つ
の
団
体
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
地
域
で
永
年
に
わ
た
り
環
境
美
化
活

動
や
福
祉
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
市
民
憲
章
を
率

先
し
て
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
西
京
区
で
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順
不
同
）
。

事
業
に
よ
り
市
街
化
が
進
み
、
一

戸
建
て
の
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が

新
た
に
建
て
ら
れ
、
人
口
が
急
増

し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯

の
転
入
に
よ
り
、
子
ど
も
の
数
が

増
え
た
こ
と
か
ら
、
小
学
校
の
増

築
や
公
園
、
児
童
館
、
保
育
園
な

ど
の
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

人
口
が
増
え
る
一
方
で
、
子
ど

も
が
不
審
者
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

る
な
ど
の
事
件
も
増
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
域
の

方
々
は
、
小
学
生

の
下
校
ル
ー
ト
上

の
11
拠
点
に
立
っ

て
子
ど
も
の
安
全

を
見
守
る
「
見
守

り
隊
」
を
結
成
さ

れ
る
と
と
も
に
、

青

色

防

犯

パ

ト

ロ
ー
ル
車
で
学
区

内
を
巡
回
さ
れ
る
な
ど
、
安
心
・

安
全
の
取
組
に
力
を
入
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
１
回
、
公
園
愛
護

協
力
会
と
各
自
治
会
、
各
種
団
体

の
方
が
交
代
で
上
桂
公
園
を
掃
除

さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
美
化
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　

吉
本
保
自
治
連
合
会
会
長
は
、

「
桂
川
学
区
で
は
、
安
心
・
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
防

犯
活
動
や
、
ま
ち
の
美
化
活
動
を

強
化
し
て
き
た
。
現
在
は
人
口
も

増
え
、
学
区
全
体
で
は
活
気
が
出

て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
自
治
会

の
加
入
率
は
低
下
し
て
い
る
。
今

後
は
、
地
域
の
絆
き
ず
な

を
強
め
る
た
め

に
も
、
会
員
数
を
増
や
す
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
。」
と
、
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
思
い
を
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　江戸時代から幅広い世代に親しまれてきた漬物、「ぬか漬」。

　きゅうりやなすなどのぬか漬はよく口にしますが、余った野菜の

切れ端や、ゆで卵、こんにゃくなどを漬けてもおいしくいただけま

す。プロの先生と一緒に、オリジナルのぬか漬を作ってみませんか。

日　時　①７月３日（日）
　　　　②７月９日（土）

　　　　いずれも午後１時～３時

場　所　①嵐山東小学校調理実習室
　　　　②川岡東小学校調理実習室

対　象　�親子２人１組
　　　　（子どもは小学生以上）

定　員　�各回１８組３６名
　　　　（多数の場合は抽選）

参加費　無料
申込み�　往復はがきに希望日、親子の氏名（ふりがな）、子どもの学

年、郵便番号、住所、電話番号をご記入のうえ、６月24日（消

印有効）までに問合せ先へ郵送してください。

問合せ　区役所まちづくり推進課 （☎381・7197）
※参加された方１組につき、ぬか床を１樽

たる
お持ち帰りいただけます。

６
月
30
日（
木
）
は
、

　
　
　

市
・
府
民
税
第
１
期
分
の
納
期
限
で
す

○
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

○
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

区
役
所
市
民
税
課�

（
☎
381
・
７
２
４
９
）

　
　
　
　

支
所
課
税
課�

（
☎
332
・
９
１
６
９
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　梅雨の季節を迎え、大雨や集中豪雨が起こりやすくなって

います。昨年度、西京区では、水路等があふれ、家屋の浸水

などの被害が生じました。

　日頃から、家のまわりの点検や避難場所の確認などを行い、

風水害に備えるとともに、大雨や洪水に関する注意報、警報

に注意しましょう。

　また、事故を防ぐため、風雨が強いときには、見回りや河

川などに近づくことは避けましょう。

風水害に備えましょう

＜桂川学区＞
③

4,162
10,245

（平成23年５月１日現在）家のまわりの点検を
　台風や水害に備えて、普段から、雨どいが詰まっていない

か、屋根、窓ガラス、外壁などに傷みがないかチェックして

おきましょう。

区
内
で
は
31
名
、７
団
体
の
皆
さ
ん
が
受
賞

市
民
憲
章
推
進
者
表
彰

市
民
憲
章
推
進
者
表
彰

市
民
憲
章
推
進
者
表
彰

■
市
長
表
彰
【
個
人
】

　

本
城　

克
己
（
桂
東
）

　

永
井　

増
治
（
樫
原
）

　

福
井　

滿
弘
（
樫
原
）

　

山
本　

高
嗣
（
樫
原
）

　

笹
川　

智
代
（
松
尾
）

　

山
田　

順
子
（
松
尾
）

　

坂
井　

松
子
（
桂
坂
）

　

八
田　

和
子
（
桂
坂
）

　

本
屋
敷
知
司
（
新
林
）

■
市
長
表
彰
【
団
体
】

　

絵
本
サ
ー
ク
ル

　

「
も
こ
も
こ
」
（
松
尾
）

　

助
っ
人
の
会
（
松
尾
）

■
区
長
表
彰
【
個
人
】

　

大
八
木
久
男
（
桂
）

　

中
島　

清
隆
（
桂
）

　

乾　
　

敏
雄
（
桂
川
）

　

込
山　

勇
二
（
桂
東
）

　

平
野　

安
彦
（
桂
東
）

　

山
本　

麻
子
（
桂
東
）

　

小
石　

敦
子
（
樫
原
）

　

柴
田　

芳
郎
（
樫
原
）

　

古
川　

富
栄
（
樫
原
）

　

關
矢　

幸
子
（
松
尾
）

　

大
部
薗　

納
（
松
尾
）

　

高
橋　

恒
康
（
松
尾
）

　

大
島　

小
夜
（
松
陽
）

　

浅
田　

泰
子
（
桂
坂
）

　

西
村　
　

明
（
桂
坂
）

　

三
嶋
由
美
子
（
桂
坂
）

　

猪
飼　

一
雄
（
新
林
）

　

奥
田　

靖
男
（
新
林
）

　

中
尾　

一
浩
（
新
林
）

　

中
梶　
　

進
（
新
林
）

　

弓
削
由
香
里
（
新
林
）

　

岡
部　

時
男
（
福
西
）

■
区
長
表
彰
【
団
体
】

　

洛
西
土
地
改
良
区

　

化
風
社
（
桂
川
）

　

畑
の
学
校
（
松
尾
）

　

�

松
陽
子
ど
も
・
地
域

　

見
守
り
隊
（
松
陽
）

　
�

洛
西
境
谷
住
宅
町
内
会

　

（
境
谷
）空

き
地
の
管
理
を

               
適
切
に
！

空
き
地
の
管
理
を

               
適
切
に
！

◆�

雑
草
が
茂
ら
な
い
よ
う
、
適
宜

除
草
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

害
虫
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、
駆

除
や
除
草
等
に
よ
り
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

◆�

ご
近
所
の
方
へ
、
緊
急
時
の
連

絡
先
を
知
ら
せ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
課

　
　
　
　
　

（
☎
392
・
５
６
９
０
）

　

こ
の
度
、
西
京
と
洛
西
の

「
子
ど
も
マ
ッ
プ
」
の
最
新
版

を
発
行
し
ま
し
た
。
区
役
所
、

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
福

祉
事
務
所
等
で
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

�

西
京
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
381
・
７
６
６
５
）

　

洛
西
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
332
・
９
１
８
６
）

　

５
月
19
日
、
西
京
区
小
学
校
・

中
学
校
校
庭
開
放
会
議
が
区
役
所

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
昭
和
57
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
学
校

施
設
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で

利
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
、
毎
年
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
区
内
の
小
・
中
学

校
、
総
合
支
援
学
校
の
校
長
や
、

各
学
区
・
地
域
の
体
育
振
興
会
会

長
な
ど
の
出
席
の
下
、
学
校
教
育

の
充
実
と
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
努
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

○
ス
ズ
メ
バ
チ
類

　

�

ボ
ー
ル

状
で
う

ろ
こ
模

様
が
あ

り
、
巣

穴
は
１
か
所
で
す
。
攻
撃
性

が
高
い
の
で
、
巣
に
は
近
寄

ら
ず
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類

　

�

巣
は
軒
下
な
ど
に
作
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
多
数
の
巣
穴

が
集
ま
っ
て
、
杯
を
逆
に
し

た
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま

　

区
内
の
各
小
学
校
で
、
新
１
年

生
が
、
道
路
の
安
全
な
通
行
方
法

な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
着
け
る

こ
と
を
目
的
に
、
交
通
安
全
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の

行
動
範
囲
が
広
が
る
入
学
ま
も
な

い
時
期
に
、
地
域
の
交
通
安
全
推

進
会
が
西
京
警
察
署
の
協
力
を
得

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
５
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
日
頃
、
登
下

校
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

地
域
の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
横
断
の
模
擬
訓
練
な
ど
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
に
西
京
区
自
治
連
合

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
23

年
度
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
熱

心
な
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
を
は
じ
め
西
京
区
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
協
力
委
員
も

務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
各
学

区
・
地
域
の
会
長
の
皆
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

役
職
名
学
区
・

地
域
名

氏　

名

監　

査

副
会
長

副
会
長

副
会
長
・
会
計

会　

長

監　

査

副
会
長

　

桂
桂　

川

桂　

東

桂　

徳

川　

岡

川
岡
東

樫　

原

松　

尾

松　

陽

嵐
山
東

大　

枝

桂　

坂

新　

林

境　

谷

福　

西

竹
の
里

大
原
野

山
本　

義
博

吉
本　
　

保

今
田　

忠
康

田
中　

英
次

俣
野　

武
夫

礒
田　
　

清

安
岡　

五
郎

荒
木　

祐
靖

城
崎
佐
代
美

山
下　

正
則

開
田　

喜
明

菊
池　

潤
治

勝
本　

竹
彦

平
尾　

泰
文

藤
本　

廣
志

山
田　

忠
夫

冨
阪　

裕
一

　

５
月
14
日
に
上
桂
公
園
広
場
で

西
京
区
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
11
チ
ー
ム

に
よ
り
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ

れ
、
松
陽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
が

見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

優　

勝　

　

松
陽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

準
優
勝

　

桂
川
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

第
三
位

　

樫
原
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

す
。
攻
撃
性
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
活
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
暗
く
な
っ

て
か
ら
ス
プ
レ
ー
式
殺
虫
剤

を
吹
き
付
け
、
翌
朝
、
ハ
チ

が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

か
ら
、
竿さ
お

な
ど
で
巣
を
落
と

し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
課

（
☎
392
・
５
６
９
０
）

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

　牛や鶏などの食肉には、腸管出血性大腸菌（Ｏ１１１、Ｏ１５７等）やカンピ

ロバクター、サルモネラ属菌などの食中毒菌が付着している場合があるため、食

肉を生や加熱不十分な状態で食べることは大変危険です。

　十分に加熱してから食べるように注意しましょう。
食中毒を予防するため、以下のことを実践してください。

●食肉を生で食べない。

●�食中毒菌をやっつけるために、食肉を十分加熱する（中心温度 75℃で 1分間以

上）。

●�生肉に触れた箸
はし

や食器と、食事などに使う箸や食器は分ける。

●�手で触れた場合は手洗いをしっかりと行う。

※�子ども（特に乳幼児）や高齢者は抵抗力が弱く、少しの菌でも発症しますの
で、十分に注意してください。

食肉の生食はやめましょう！

西
京
区
小
学
校
・
中
学
校

校
庭
開
放
会
議
を
開
催

西
京
区
小
学
校
・
中
学
校

校
庭
開
放
会
議
を
開
催

西
京
区
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

交
通
安
全
教
室
を
開
催

交
通
安
全
教
室
を
開
催

市政とのパイプ役
市政協力委員を兼任
市政とのパイプ役
市政協力委員を兼任

自治連合会長の皆様自治連合会長の皆様自治連合会長の皆様

上桂御霊神社のクスノキ

見守り隊

　

京
都
市
で
は
、
デ
ジ
サ
ポ
京
都
と
連
携
し
、
阪
急
桂

駅
証
明
書
発
行
コ
ー
ナ
ー
な
ど
市
内
10
か
所
に
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
の
準
備
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
相
談
や
高
齢
者
宅
へ
の
戸

別
訪
問
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月
13
日
（
月
）
～
８
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝
日
を
除
く
。）

場　

所　

阪
急
桂
駅
証
明
書
発
行
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

�（
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

問
合
せ　

�

デ
ジ
サ
ポ
京
都
（
総
務
省
京
都
府
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎
330
・
３
０
３
０

　
　
　
　

�（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
、
日
、

祝
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

　
　
　
　

℻ 
212
・
９
１
１
５

　河川や水路に捨てられたごみは、水の流れを妨

げ、集中豪雨等の際、浸水被害を引き起こす原因

となります。地域の皆さんによる監視など、ご協

力をお願いします。

市長表彰を受けられた方々

区長表彰を受けられた方々


